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浸
頭
し
て
居
る
。
こ
れ
に
よ
り
て
貧
者
の
一
燈
を
學
界
に
捧
ぐ
る
こ
噛
こ

が
出
來
れ
ば
學
徒
－
こ
し
て
の
本
懐
こ
れ
に
過
ぎ
な
い
。

　
新
装
漸
く
成
れ
る
我
が
京
大
天
文
皇
が
奪
撰
一
一
の
一
隅
か
ら
頭
を

も
ち
上
げ
た
の
は
之
を
一
の
表
徴
こ
見
た
い
。
我
が
教
室
は
頭
を
も
ち

上
げ
て
世
界
の
學
界
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
が
太
陽
は
頭
を

も
ち
上
ぴ
て
百
億
の
太
陽
を
脾
倶
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
終
）

　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
天
文
肇
一
面
圖
の
室
割

IT　ED　CBA

観實學圖講敏
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室室室室薬室
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室室室室室

　
　
　
　
學
　
位
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁
賀
縣
　
山
　
本
　
一
　
清

右
者
論
文
軟
繍
脂
蜘
卸
飛
騰
二
色
》
畷
繰
囎
搬
上
手
琳
購
古
銅
英
文
）

ヲ
楳
〃
出
シ
テ
塵
ザ
位
ヲ
請
求
シ
本
墨
・
理
墨
・
部
殺
授
八
二
ハ
之

ヲ
授
與
ス
ベ
キ
者
ト
認
メ
タ
リ
傍
ラ
大
正
九
年
勅
倉
第

二
百
電
源
弾
倉
二
依
ソ
蕉
二
三
學
博
士
ノ
學
位
ヲ
授
ク

　
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
二
大
學

　
　
第
一
一
號

一
て
　
が
　
み
一

痔
啓
昨
日
は
大
概
御
め
い
わ
く
を
か
け
ま
し
た
。
遊
食
を
食
べ
る
の
も

忘
れ
て
、
思
ひ
つ
い
た
三
十
三
セ
ン
チ
の
試
験
を
決
行
し
て
し
ま

ひ
ま
し
た
。
鏡
の
表
面
は
エ
リ
ソ
ン
氏
の
も
の
よ
り
多
少
劣
る
様

に
思
ひ
ま
す
け
れ
曹
も
、
牧
差
の
貼
よ
り
考
へ
て
、
其
の
結
果
の

像
は
殆
ん
7
ご
差
は
無
い
こ
ε
ε
思
ひ
ま
す
。
實
際
、
自
分
の
豫
期

し
て
居
た
通
り
の
鏡
で
す
。

京
都
の
室
で
、
あ
の
鏡
な
ら
ピ
ヶ
リ
ン
グ
や
フ
イ
リ
プ
ス
の
結
果

を
ま
か
す
こ
ε
は
困
難
で
な
い
ぐ
」
思
ひ
ま
す
。
自
分
で
考
へ
た
こ

ε
だ
け
を
ま
書
め
て
「
天
界
」
の
原
稿
に
ざ
思
っ
て
書
い
て
置
き
ま

し
た
。

銀
を
は
が
せ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
の
で
此
の
月
中
に
は
是
非
鑛
銀
の

た
め
に
参
り
ま
す
。

七
月
十
六
日

伏
見
野
砲
兵
第
二
十
二
…
聯
隊
に
て

　
　
　
中
　
　
村

山
本
先
生

九

要
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松
欝
欝
て
引
受
し
糞
Q

七
、
上
弦
の
・
月
Q
窓
か
ら
眺
む
ろ
亡
上
弦
の
月
匡
絞

　
々
ぜ
し
て
居
糞
。
紳
氏
方
で
夕
食
の
馳
走
に
な
つ

　
て
、
午
後
入
時
十
一
分
加
古
川
獲
、
同
十
一
時
十

　
五
分
岡
山
着
Q
直
ち
に
痛
感
し
糞
。

入
、
岡
山
の
天
。
二
十
五
日
ば
山
口
で
雨
に
濡
れ
、

　
二
十
六
日
に
雨
の
鳥
取
に
着
き
、
二
十
七
日
目
雨

　
中
に
汽
車
自
走
ら
ぜ
、
二
十
ケ
日
ば
晴
天
で
あ
っ

　
象
が
夕
刻
か
ら
曇
り
、
二
十
九
日
に
に
雨
中
た
冒

　
し
て
福
知
山
で
活
動
見
物
に
出
掛
け
、
快
晴
の
夜

　
に
一
度
も
な
か
つ
カ
の
に
、
岡
山
に
赤
れ
ば
快
晴

　
六
等
星
迄
ば
ハ
ツ
キ
リ
ビ
登
る
芝
が
出
解
る
。
聞

　
げ
ば
二
十
五
日
青
煮
、
二
十
九
日
雨
で
二
十
六
、

　
七
、
八
日
に
よ
く
晴
れ
て
居
職
蜜
の
こ
亡
。
由
陰

　
京
都
地
方
に
比
し
て
岡
山
附
近
の
底
冷
の
よ
い
こ

　
電
は
、
一
週
間
の
問
で
さ
へ
右
の
通
り
で
あ
る
。

九
、
岡
山
天
丈
墓
。
岡
山
に
一
大
天
茎
二
手
設
置
し

　
鋭
い
定
い
ふ
ご
亡
に
、
去
大
正
十
年
か
ら
、
天
丈

　
同
好
會
で
叫
ん
で
居
ろ
こ
定
で
あ
ろ
。
先
年
京

　
都
天
丈
肇
中
村
要
氏
が
來
岡
さ
れ
六
時
に
も
、

　
京
都
で
四
丁
墓
蓮
鏡
が
な
す
仕
事
た
、
岡
山
で
に

　
三
吋
望
遠
鏡
で
十
分
だ
ε
云
っ
て
居
ら
れ
糞
。
岡

　
山
測
候
所
で
魏
測
さ
れ
れ
天
氣
日
数
、
三
十
ケ
年

　
の
定
置
に
よ
る
ビ
ー
ケ
年
間
の
中
、
晴
天
が
二
百

　
二
日
四
分
、
晴
天
で
少
雨
雪
、
三
十
日
七
分
、
爾

方
奄
合
し
て
百
分
傘
た
出
す
ミ
六
＋
三
、
入
六
電

　
な
っ
て
三
分
の
二
に
天
農
為
観
測
す
ろ
こ
ε
た
得

　
る
の
で
あ
る
。
風
稔
か
な
こ
定
も
内
地
で
に
其
の

　
比
勘
く
、
森
現
測
候
所
長
の
談
に
よ
う
定
書
間

　
曇
雨
天
の
時
も
夜
分
に
晴
天
書
な
ろ
こ
ぜ
多
く
且

　
つ
霧
の
如
き
に
一
ケ
年
中
に
十
二
、
三
回
あ
る
の

　
み
で
、
實
に
理
想
的
の
天
丈
豪
の
位
置
で
あ
る
亡

話
さ
れ
穴
。
官
公
立
の
天
文
璽
の
設
置
た
待
糞
す

　
し
て
、
天
際
同
好
會
で
一
つ
小
規
模
の
も
の
た
設

　
け
誰
人
で
も
自
由
に
観
測
が
出
与
る
様
な
も
の
に

　
し
糞
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
理
想
的
な
薪
式
の
大

　
天
集
塵
に
官
立
で
、
太
陽
の
齪
測
為
主
定
し
雲
も

　
の
，
が
望
ま
し
い
の
で
あ
ろ
。

　
　
　
　
む
　
す
　
び

　
余
に
族
行
好
き
で
あ
る
Q
度
々
の
族
行
に
大
抵
豫

定
の
通
り
た
實
愛
し
て
罵
れ
の
で
あ
る
が
、
今
度
の

前
後
一
週
間
に
亙
る
諸
行
、
日
激
に
短
か
つ
乳
が
豫

想
以
上
に
見
・
聞
か
廣
め
、
到
る
昼
」
こ
ろ
で
徽
待
さ

れ
、
愉
快
に
族
行
為
綾
け
六
こ
定
常
永
く
一
心
に

銘
す
る
こ
ミ
為
得
れ
の
で
あ
ろ
。
　
　
（
々
上
り
）

　
　
　
　
㊧
蓮
　
　
信

　
久
し
く
御
無
沙
汰
い
害
し
ま
し
六
本
月
二
日
に
當

壷
屋
市
に
塗
り
其
後
南
部
た
巡
り
内
地
で
匡
見
ら
れ

ぬ
珍
ら
し
い
風
物
に
数
々
接
し
愉
快
な
去
行
か
捌
け

ま
し
表
。

　
恰
度
高
雄
の
埠
頭
た
歩
い
て
ゐ
六
時
で
す
正
十
二

蒔
で
港
内
の
汽
船
は
一
二
に
汽
笛
准
な
ら
し
ま
し

象
。
賠
の
記
念
日
で
あ
っ
六
の
で
す
。
自
分
の
影
に

全
く
爾
足
の
下
に
投
じ
糞
や
う
で
し
宏
。

　
嘉
義
騨
に
近
い
北
回
麟
線
標
も
見
ま
し
歪
。
昨
夕

の
墓
潜
日
々
に
見
元
了
畏
の
談
超
し
て
こ
れ
に
關
す

る
お
話
が
の
ゼ
て
あ
り
ま
し
六
〇

「
此
の
標
塔
に
唯
々
墓
薩
名
所
の
「
つ
に
数
へ
ら
れ

る
の
み
で
な
く
實
に
世
界
唯
一
の
回
婦
線
標
ピ
し
て

我
墓
濁
の
誇
り
で
あ
る
。
こ
れ
な
最
初
に
建
設
し
糞

の
匡
明
治
四
十
一
年
の
十
月
で
本
島
の
縦
貫
黒
道
全

通
式
の
際
に
夏
至
線
の
通
過
地
織
た
一
般
公
衆
に
示

さ
ん
が
爲
に
建
て
糞
の
で
あ
っ
糞
Q
熱
帯
温
帯
の
境

界
定
も
云
へ
ば
云
へ
な
い
こ
ミ
ば
な
い
が
氣
象
の
上

か
ら
ば
必
ず
し
も
此
の
線
か
遅
駆
の
境
界
ビ
ば
限
ら

な
い
か
ら
そ
の
爲
の
標
塔
亡
ば
云
は
な
い
方
が
よ
い

ヒ
思
ふ
。
其
後
暴
風
の
災
に
遇
っ
て
破
損
し
象
の
で

大
正
三
年
に
改
築
し
更
に
大
正
十
三
年
の
春
に
第
三

代
目
の
改
築
ε
な
り
圖
に
見
る
通
り
堂
々
糞
う
も
の

で
あ
る
。

　
太
陽
に
愈
々
明
日
に
こ
」
に
渇
し
此
の
標
塔
た
直

上
か
ら
照
ら
す
の
が
午
前
十
一
時
玉
十
八
分
過
ぎ
亡

な
る
。

　
こ
れ
為
最
北
地
鮎
定
し
て
明
後
日
か
ら
南
の
方
へ

回
り
帰
る
の
で
あ
ろ
Q
併
し
地
球
上
に
描
く
太
陽
の

行
路
匡
螺
旋
歌
で
あ
ろ
か
ら
正
確
に
云
へ
ば
本
年
の

太
陽
行
路
の
最
北
端
ば
乱
声
で
に
な
く
太
亭
洋
の
眞

中
に
h
乙
甲
っ
て
一
、
卸
量
濁
の
午
前
山
口
時
五
十
分
蜜
い
ふ
時

で
あ
る
Q
そ
れ
に
し
て
も
一
暦
精
密
に
之
な
測
定
す

う
な
ら
ば
北
回
二
線
ば
毎
年
同
一
の
所
に
あ
る
の
で

に
な
い
。
今
で
に
少
し
つ
つ
雨
の
方
へ
寄
っ
て
み
る

が
そ
れ
ば
極
め
て
僅
か
で
四
年
経
っ
て
も
叫
分
亡
に

蓮
ば
な
い
」
o
云
々

　
當
峯
北
市
で
ば
唯
今
始
政
三
十
年
記
念
展
萱
曾
が

催
さ
れ
極
め
て
賑
か
で
す
。
書
ば
暑
い
で
す
が
夜
ば

極
め
て
冷
し
く
蒸
暑
い
や
う
な
事
に
あ
り
ま
ぜ
ん
。

南
天
の
星
座
も
美
し
く
雄
大
な
蝸
座
も
中
天
高
く
這

・
つ
て
ゐ
ま
す
O
α
セ
ン
タ
ウ
ル
ス
星
画
も
地
挙
綿
…
低
く

輝
き
ま
す
。
常
夏
の
國
で
に
夜
ビ
聲
虐
は
珊
世
界
な

の
で
ぜ
う
。

　
山
ハ
月
二
十
二
日

　
　
　
太
陽
の
北
圖
暗
線
標
に
達
す
る
一
時
間
前

　
　
　
　
　
　
　
　
豪
北
市
鯉
口
町
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
良
三
拝

山
指
先
生
侍
皮

三
五
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朝
ラ
〃
ロ
フ
氏
な
博
物
館
に
訪
れ
る
つ
も
り
で
あ
っ
六
が
、
時
間
が
逞
れ
て
了
つ

雲
の
で
、
中
止
。
ア
ラ
ゴ
通
り
准
歩
い
て
天
草
璽
を
訪
れ
褻
長
に
面
會
の
乾
た
頼

ん
で
置
い
て
絶
つ
雲
。

　
午
後
に
ル
ー
ヴ
ル
博
物
館
の
ギ
”
シ
や
彫
刻
た
見
る
ー
ー
有
名
な
ミ
ロ
の
ヴ
イ

ナ
ス
な
ご
。

十
口
月
勢
四
日
（
金
）

　
午
後
三
時
、
蜀
り
で
天
測
豪
々
訪
ひ
、
皇
長
、
バ
ヨ
ー
氏
に
面
會
、
息
（
T
・
）
バ

ヨ
ー
氏
の
案
内
で
本
館
の
杜
部
室
や
展
萱
室
、
叉
、
別
館
の
十
三
吋
爲
眞
鏡
や
、

子
午
環
室
な
ご
、
主
な
も
の
秘
見
る
。
さ
ず
が
に
廣
ぐ
て
、
大
き
く
て
、
短
時
間

に
匡
見
盤
ぜ
な
い
。
今
日
匡
一
部
に
止
め
、
夕
方
、
一
助
手
に
件
に
れ
て
、
ア
ラ

ゴ
通
の
プ
ラ
ン
會
肚
た
訪
ふ
乳
、
此
の
會
肚
ぽ
凝
し
の
ゴ
ー
チ
エ
ー
會
敢
た
総
…
い

だ
有
名
な
天
丈
器
械
製
造
會
祉
で
。
今
日
見
六
も
の
の
申
に
も
日
本
か
ら
注
丈
の

子
午
儀
四
つ
ビ
子
午
環
一
基
ε
が
重
ん
ご
完
成
に
近
づ
い
て
ゐ
旗
Q

十
一
月
十
置
日
（
土
）

　
寒
い
。

　
朝
の
闇
凹
、
山
央
団
図
旅
券
局
へ
行
つ
六
リ
、
日
本
の
・
穴
翫
使
館
へ
行
っ
た
り
Q
午
後
、
ば
｝

イ
タ
可
や
街
へ
買
ひ
物
に
行
く
。

十
一
月
†
六
日
（
日
）

　
英
子
に
見
逡
ら
れ
て
、
朝
十
時
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
停
車
場
な
英
國
行
特
別
列
車
で

出
獲
。
午
後
一
時
デ
エ
プ
着
、
直
ち
に
連
絡
船
に
乗
り
移
り
、
ま
も
な
く
出
帆
。

可
な
り
揺
ら
れ
つ
』
、
五
時
ニ
ウ
・
ヘ
ヴ
ン
港
着
〇
一
通
り
の
族
券
及
税
額
．
検
査
を

終「

ﾖ
、
南
部
鐵
道
に
よ
り
、
山
ハ
時
ぬ
†
ロ
ン
ド
ン
の
非
ノ
・
〃
｝
リ
ア
停
宙
㍗
場
垂
泪
Q
近

く
の
べ
ル
グ
ラ
非
ア
・
ホ
テ
ル
に
入
る
。

十
隔
月
十
七
日
（
月
）

　
ヒ
に
か
く
ロ
ン
ド
ン
の
街
…
々
な
見
れ
げ
一
な
る
ま
い
亡
、
か
ね
て
謝
讃
ん
で
署
一
い
れ

案
内
書
の
知
識
准
糞
よ
り
、
朝
食
後
、
パ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
、
議
院
ス
ク
エ
ア
、
非

〃
ト
リ
ア
堤
、
ノ
ー
ザ
ン
バ
街
、
チ
ヤ
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
、
ト
ラ
フ
ア
ツ
ガ
ー
。
ス

ク
エ
ア
、
ス
ト
ラ
ン
ド
、
ブ
リ
董
ト
街
、
聖
ポ
ー
ル
寺
、
～
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の

順
に
一
巡
し
て
、
序
で
に
横
濱
正
金
銀
行
や
、
日
本
郵
船
會
肚
へ
も
寄
っ
て
、
用

事
潜
す
ま
し
、
そ
れ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
橋
為
わ
糞
り
、
下
ウ
ソ
ー
街
か
ら
電
車
で
グ

リ
ン
ヰ
チ
公
園
に
．
行
く
。

　
公
園
の
申
の
グ
リ
ン
ヰ
チ
天
尊
皇
に
着
い
六
の
に
三
会
少
し
前
。
直
ち
に
所
長

ダ
イ
ソ
ン
博
士
に
會
ひ
、
暫
く
話
し
六
後
、
昨
夏
ダ
ー
ト
マ
ス
大
會
の
折
既
に
見

恥覚

ｦ
諏
の
る
ツ
ヤ
ク
ソ
ン
氏
に
、
案
内
さ
れ
て
、
二
十
山
ハ
吋
宣
蟹
呉
鏡
や
、
二
十
八
吋
赤

道
儀
や
、
八
吋
大
子
午
環
や
、
八
吋
爲
眞
天
頂
管
や
、
そ
れ
か
ら
立
派
な
証
交
室

な
ご
も
見
六
Q
日
食
爲
眞
為
幾
板
か
、
妹
に
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
問
題
々
最
初
に
灘
…

写
し
六
爲
虞
原
板
も
見
ぜ
ら
れ
六
。
か
れ
て
聞
き
知
つ
で
想
縁
に
し
て
ゐ
六
が
、

二
十
入
吋
の
虐
待
の
さ
れ
方
、
大
子
午
環
の
古
び
れ
目
盛
り
な
ご
ば
驚
い
糞
。
あ

距
ら
蕗
の
有
名
な
天
丈
峯
の
肝
腎
な
設
備
を
、
徒
ら
に
英
國
氣
質
で
保
存
に
の
み

力
め
す
、
む
し
ろ
思
ひ
切
っ
て
改
良
し
な
く
て
に
な
る
ま
い
Q
（
名
篇
に
よ
る
定
、

此
の
天
丈
墓
に
日
本
人
訪
問
者
の
数
多
い
こ
亡
－
一
一
　
自
分
は
今
日
取
り
次
ぎ
た
待

つ
間
に
数
へ
て
見
れ
所
に
よ
る
ぜ
、
十
月
始
め
か
ら
今
日
ま
で
に
五
十
入
人
あ
っ

六
1
一
そ
れ
が
何
れ
も
日
本
の
天
文
豪
た
さ
へ
全
く
知
ら
な
い
ら
し
い
素
人
ば
か

り
。
）

　
聞
い
糞
に
ま
さ
る
ロ
ン
ド
ン
の
駝
鵬
に
・
も
驚
い
糞
O
ご
う
も
之
れ
に
或
ろ
程
度
ま

で
人
工
的
な
も
の
三
思
ば
れ
る
の
だ
が
…
…
…
Q

π
　
　
よ
　
り

　
教
室
で
敷
に
つ
糞
こ
定
に
、
記
憶
ず
べ
か
ら
ざ
う
も
の
」
如
く
、
そ
の
ま
》

學
校
に
置
い
て
來
ま
し
六
の
に
、
星
に
封
っ
て
の
面
白
さ
の
み
匡
、
ど
う
し
て

か
、
い
つ
ま
で
も
胸
に
生
き
て
居
ま
す
。
西
南
の
空
に
大
き
い
光
度
の
為
見
つ

け
ま
し
糞
O
早
速
、
星
座
表
な
探
し
て
見
ま
す
が
、
見
在
り
ま
ぜ
ん
O
ハ
テ
ミ

考
へ
れ
ば
、
あ
」
あ
れ
』
μ
遊
星
定
氣
が
μ
付
き
ま
し
れ
Q
ほ
ん
」
こ
・
り
に
大
斗
・
い
美

し
い
星
で
す
。
世
為
忘
れ
、
塵
為
忘
れ
、
人
た
さ
へ
忘
れ
て
星
の
研
究
を
御
重

れ
に
な
っ
て
居
ろ
方
々
が
思
に
れ
ま
す
。
（
T
U
）
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も
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號
暦
表
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誤
ま
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左
の

如
く
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つ
か
り
ま
し
六
か
ら
・
訂
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し
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す
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同
厩

気
強
蕎
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O
八
月
例
會
　
都
合
に
よ
り
中
止
ゆ
，
る
。
夏
の
、
ミ
で
、
講
師
の
方
も
來
愚
者
の
方
も
都
合
ば
良
ノ
、
な

い
。
七
月
の
例
會
な
ご
も
既
に
集
る
人
に
少
な
か
つ
カ
。

O
大
牟
田
支
部
　
古
賀
幹
事
か
ら
の
手
紙
に
よ
る
ぜ
、
大
牟
田
市
で
ば
同
昏
、
松
出
塁
ご
が
、
相
攣
ら

す
、
天
丈
の
研
究
亡
普
及
ε
に
縛
し
て
ゐ
ら
れ
ろ
オ
い
ふ
。
大
牟
田
高
等
女
鬼
歯
、
大
牟
田
市
の
時
の
記
念
日
、

三
池
中
學
、
三
井
炭
磯
、
三
池
銀
行
、
柳
河
中
畑
、
朝
倉
中
學
、
同
校
教
員
會
、
大
牟
田
小
難
校
、
大
牟
田
慧

敏
育
會
、
三
池
青
年
會
、
絶
甲
青
年
會
、
三
池
鎧
紡
な
ご
、
皆
、
古
賀
氏
の
講
演
為
開
い
六
ピ
の
由
o

O
支
部
新
設
の
傾
向
　
同
好
會
ビ
し
て
ば
會
員
ば
今
大
一
て
増
減
し
な
い
。
し
か
し
今
の
會
員
が
既
に

熱
心
家
ば
か
り
ビ
見
え
て
、
會
員
数
に
暦
え
な
い
け
れ
ご
、
各
地
に
支
部
が
訴
え
て
行
く
傾
向
が
あ
る
の
は
嬉

五
二

し
い
。
近
い
申
に
、
高
松
、
幅
岡
、
大
蓮
、
力
可
フ

ナ
ル
ニ
ア
あ
ナ
F
り
に
支
部
か
出
來
ろ
ら
し
い
。
同
好

會
匡
翠
に
日
本
の
同
好
會
で
ば
無
い
。
だ
か
ら
始
め

か
ら
「
日
本
」
亡
か
「
大
阪
」
ビ
か
「
京
都
」
こ
か
、
乃
至
、

「
東
洋
」
亡
か
い
ふ
風
の
地
方
的
な
名
な
同
好
會
の
上

に
冠
ぜ
な
い
の
だ
Q
い
ほ
穿
之
れ
ば
「
世
界
」
の
同
好

會
な
の
だ
。
1
此
の
頃
「
何
々
同
好
會
」
虐
い
ふ
名

の
い
ろ
い
ろ
な
會
が
出
來
て
行
く
こ
書
Q
そ
し
て
又
、

わ
が
同
好
會
み
六
い
な
言
丈
禮
の
會
の
規
則
が
出
來

て
行
く
こ
定
Q

O
岡
山
支
部
六
月
掻
信

一
、
天
騰
観
測
會
　
九
口
第
二
岡
山
中
學
校
で
岡
山

縣
下
申
學
校
地
理
科
教
員
研
究
曾
の
際
、
ご
十
二
日

三
十
日
岡
山
麦
部
で
開
催

二
、
天
騰
幻
燈
十
日
關
西
中
三
校
で
催
さ
れ
糞
。
當

日
匡
恰
も
「
時
記
念
日
」
に
相
當
し
て
居
六
の
で
、
特

に
時
に
就
い
て
詳
細
の
説
明
が
あ
っ
染
〇

三
、
天
界
研
究
會
　
十
三
日
宮
原
幹
事
宅
で
催
さ
れ
・

れ
。四
、
講
話
會
　
十
九
日
ミ
カ
ド
理
學
會
で
講
話
愈
が

催
さ
れ
、
左
記
の
講
話
が
あ
っ
旗
。

　
星
の
紳
話
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
千
里
氏

　
誤
払
の
生
物
　
　
　
　
　
　
　
大
河
原
憲
徳
氏

　
宇
宙
ば
有
限
な
り
　
同
氏



　
　
　
　
編
輯
室
よ
り

前
號
か
ら
改
め
ら
れ
お
暦
表
の
入
ペ
ー
ッ
ば
可
な

q
多
く
の
惑
者
か
ら
の
手
ご
六
へ
が
あ
っ
六
。
前
に

も
書
い
糞
通
り
、
直
ぐ
に
ほ
意
味
の
わ
か
り
か
護
ろ

部
分
も
あ
ら
だ
ら
う
が
、
毎
月
の
圏
や
表
為
比
較
し

て
見
る
ぜ
、
だ
ん
一
面
自
い
こ
建
が
氣
付
か
れ
る

こ
ミ
㌦
思
も
圓
形
の
臨
廓
内
に
書
か
れ
旗
毎
月
の
．

星
座
の
圖
ぱ
今
更
言
ふ
必
要
も
無
い
ほ
こ
分
り
き
つ

れ
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
十
二

角
形
の
難
星
運
動
面
ほ
了
解
し
か
れ
る
人
々
も
稀
に

ば
あ
ろ
だ
ら
う
Q
し
か
し
、
之
れ
ば
要
す
ろ
に
太
陽

系
の
各
遊
呈
怨
見
下
し
カ
や
う
な
風
の
岡
で
あ
る
か

ら
、
毎
月
々
々
比
較
し
て
見
れ
ば
、
各
個
の
遊
星
が

太
賜
の
ま
ぽ
り
を
時
計
の
針
芒
反
欝
の
向
き
に
め
ぐ

っ
て
行
く
有
道
が
わ
か
り
、
又
、
エ
n
々
の
地
球
も
同

様
に
動
い
て
み
る
の
で
あ
ろ
か
ら
、
地
球
か
ら
太
陽

の
見
え
ろ
方
角
や
、
悪
遊
u
一
．
『
の
方
角
も
皆
旧
れ
で
分

ろ
わ
げ
で
あ
り
Q
從
っ
て
、
纂
訳
ぱ
今
が
見
る
の
に

良
い
電
か
、
良
く
な
い
ぜ
か
の
旺
別
ま
で
明
瞭
に
雌

の
岡
で
知
る
ζ
ピ
が
珊
來
ろ
筈
で
あ
ろ
Q

　
始
め
て
の
こ
煮
で
、
暦
表
の
中
に
多
少
の
誤
噸
が

あ
ろ
こ
霊
は
残
念
で
あ
る
が
旧
れ
ば
今
後
も
大
に
注

意
し
て
誤
り
か
無
く
し
て
傅
き
九
い
Q
前
號
の
中
の

甚
だ
し
い
隠
り
に
七
月
九
輪
に
月
蝕
が
あ
る
定
書
い

て
鼻
糞
り
、
．
セ
プ
ア
イ
型
の
攣
光
星
中
に
肝
じ
ん
の

セ
フ
エ
ウ
ス
座
デ
星
か
落
し
カ
．
こ
建
で
あ
っ
れ
。
全

く
申
し
わ
け
の
無
い
話
し
だ
。

　
今
月
の
に
京
大
天
文
蚕
の
新
．
鉦
記
念
號
で
あ
る

が
、
露
礁
や
圃
衝
な
ざ
ピ
共
に
、
薪
城
、
山
本
爾
教

授
の
丈
な
よ
く
讃
ん
で
貰
ひ
糞
い
Q
之
れ
に
灘
本
の

天
爵
學
界
に
今
ま
で
聞
え
な
か
つ
れ
溢
ち
の
聲
な
の

で
あ
ろ
Q
日
本
の
天
丈
藁
が
何
時
ま
で
も
一
種
の

捻
病
風
に
襲
ば
れ
て
、
黄
募
の
隅
っ
こ
の
方
で
轡
息

吐
息
為
し
て
み
る
蒔
畿
で
に
無
い
の
だ
Q
外
郎
の
大

設
備
存
羨
ま
し
が
っ
て
み
る
ば
か
り
が
能
で
ば
無

い
。
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「
天
界
」
の
編
輯
跳
に
原
稿
ば
積
ま
れ
て
あ
ろ
。

以
前
か
ら
も
滑
ら
し
て
み
ろ
麺
箏
。
塵
地
さ
へ
詐
ぜ

ば
今
す
ぐ
に
で
も
暮
れ
為
毎
夕
百
ペ
ー
ジ
の
雑
誌
に

す
ろ
こ
鷲
が
臨
限
る
。
し
か
し
、
實
戊
今
の
財
政
が

詐
さ
な
い
の
が
情
け
な
い
Q
殊
に
七
月
號
か
ら
ほ
毎

號
五
十
ぺ
君
ソ
な
越
え
、
印
棚
所
へ
挑
ふ
金
だ
け
で

も
月
々
三
百
圏
な
突
破
し
て
屠
ろ
仕
末
G
し
か
ろ
に

會
費
の
集
ま
り
が
悪
る
く
、
今
ば
同
好
會
亡
し
て
可

な
り
借
財
に
苦
し
ん
で
み
る
9
近
い
内
に
何
書
か
愈

の
組
織
か
改
め
て
、
や
リ
カ
い
多
く
の
仕
事
為
安
心

し
て
や
れ
る
や
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に
し
流
い
も
の
だ
Q
一
同
好
會

費
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す
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、
又
一
／
倉
員
の
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紛
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、
此
の
二
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の
財
政
難

為
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讃
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の
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♪
い
O
一
一
寸
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見
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項
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・
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い
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常
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